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特
徴
／
効
果

・ アミロイド凝集体を検出するプローブをそのまま治療薬として使用できる。
・ 核磁気共鳴、近赤外蛍光があるので、分光装置により検出可能。
・ プローブの活性化は局所的に行えるため、治療による副作用の心配が減る。
・ アミロイド蓄積の予防だけでなく、蓄積してしまったアミロイドを除去できる唯一の技術。

利
用
／
用
途

・ 同様の技術により、他の疾患に対する創薬における開発コストの軽減が期待できる。
・ 診断はMRIなど非侵襲装置を使用可能であり、副作用のリスクが低い。
・ 近赤外蛍光も有するため、MRIより安価な装置でも検出可能。
・ プローブは低分子化合物なので、抗体医薬に比べて安価。
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